

































「いかにも j の歴史的変遷についての先行研究には、中)11 (2007) があり、「い
















れる、 1050 年頃までの和文資料を中心に用いて考察していく 2)。












日本語・日本文化第 37 号 (2011)
b いと物恐ろしうて、いかにもいかにもえ動かれ給は皐を、
(狭衣物語・巻5 ・下 180)
(6) ab では、「いかにも j が否定文の中で用いられている。 (6) a は「帝も御位
におつきあそばして長年におなりなので、今は譲位なさりたくおぼしめすけれど、
どうにもこうにも御子のいらっしゃらないのをたいそう苦にしておられたとこ
ろん (6) b は「大変恐ろしくて、どうしても動くことができない」という意味




2.1 でみた「否定J の他に、「いかにも j は次のようにも用いられる。





(7) a では「いかにも」には「あれj という形が続き、「どんな人であれ、人が
来たら、来たとしらぜよ。J と大将が命じている場面である。 (7) b では、「してj
としづ形が続き、北の方が姫君にむかつて「私のこれからも残りわずかなのです
から、どのようにしてでも安心のゆく御身の上にしてあげたいと患い申していた




用例 (7) に再び注目すると、["\，、かにも j は「いかにもあれJ ["いかにもしてj
という句を形成し、後ろには、次にあげる波線部のような表現が続いていること
に気づく。
(8) a ["いかにもあれb!2蕊ム、主斗息ムよ史主J との給ヒて、今日は寝殿に
おはす。(宇津保物語・楼上下 用例 (7) a 再掲)
4 「いかにも j の歴史的変、逃(松本)
b r巴が行末も残少ければ、いかにも/\ムエ、にな玄箆主主ふと思ひき
こゆるに、この官主義りにかくせちに宣はすめるを、いかゾおぼすJ と罰
え給へば (栄花物語・巻第十四 用例 (7) b 再掲)
(9) r何にまれ/""あらん物を、いかにも/""しなして、主思_D:主ふゑ飽主主
ι惣是主主主J といへパ、 (宇津保物語・俊蔭・ト66)
(8) a の波線部は、「人が来たら、来たと知らせてくださいJ という、相手に対
する命令を表している。また、 (8) b の波線部は、「是非心配のない身の上にし












(10) a rいづかたJ と、おぼし定まりて、いかにも/\、おはしまさなむj と、
うちなげく。(源氏物語・浮舟・ふ274)
b 昨日の御文にも、さもの給はせざりしものを。ヒ止ι半、参りて、尋ね




は結果がどうなろうと、なりゆきにお任せなさいましJ と話している。 (10) b は、
突然尋ねてきた大将からの伝言を受けた姫君が、「どなたなのでしょう、しかる
べき心当たりがありません。もしかしたら大将殿がいらしたのかと思いましたが、
日本語・民本文化 ? 37 号 (2011)
昨日のお手紙にもそんな風には言っておいでではなかったで、すのに。よ主主ι、
部面に参上してお探ししてみましょう」と話している場面である。これらの例で




2.3 r前提集合J と「否定J r任意」
2.1 や 2.2 でみたように、古代語では、「いかにも J の多くが「否定j や「任意J
で用いられる。調査した資料に見られる「否定H任意、」の用例数を表 i に挙げる。













続除日記 3 4 
宇津保物語 4 4 
?答窪物語 2 2 
源氏物語 8 6 3 17 
和泉式部1 日記 2 2 
栄花物語 2 4 2 8 
6 「いかにも j の俊史的変遂(松本)
という文では、「どっち」の部分に「コーヒー」と「紅茶」のニ項聞から成る集
合の存在を前提とし、このような前提となる集合を「前提集合」と名付けている。


























日本音吉・日本文化 首~ 37 号 (20ll) 7 
(13) b は「この石は由縁のある石に違いないj という意味になる。 (13) にあげ
た例は、いずれも王子叙文で用いられており、先に見た「否定J 用法の例ではない。
しかし、「どれでもかまわないJ という「任意j の意味でも解釈しがたいので、ある。
(13 )の「いかにも」は、いずれも IA ハ B ナワ(ニアリ )J という名詞性述語





(14) は『古今著間集J の例で、「何がなんでもひたすらお避けになったj とい
う意味になる。「いかにも j は「よけるj という動作について、「ひたすら(その
動作を行う )J という意味で修飾している。
(13) では名詞性述語、 (14) は動作性述語が「いかにも J によって修飾されて
いるという違いはあるものの、両者に共通する「いかにも」の意味は、「ほかに
選択肢が考えられず、 (A は) (ひたすら) B としか結びつかないJ というもので
あろう。このような「いかにも j の用法を「専一」と呼ぼう。
1050 年代以降の資料に見られる「いかにも j の用法別の用例数を表 2 に示す。
表から、 13 節に挙げた表 1 に比べて、「専一J の例 4) が増加しているのが分かる。








意j の意味になる。しかし、それと同時に、 (15) は、「老い先が長くないため、
他の何よりも第一に-…・したいJ という、第二の解釈も可能なのである。後者の




更級 EI記 2 
浜松中納言物議 3 2 6 
夜の目覚 4 2 7 13 
狭衣物諮 12 10 4 26 
大鏡 3 5 
讃岐内侍日記 2 
梁践秘、抄 2 2 
とりかへばや物語 4 7 12 
宇治拾遺物語 4 12 4 20 






の「いかにも J には、「選択そのものにほとんど意味がないJ という意味が生じ
たのではないだろうか。さらに進んで、「ほかには選択肢がないほど確実に~だJ
という話し手の IA = BJ という断定的な判断を修飾したり、「わきめもふらず、





1592 年に天草で刊行された、『平家物語~ (以下、天草版とする)は、 11 佐紀
ごろに成立した『平家物語』を原拠として、成立当時の口語体で、警かれたもので、





(16) a 婿にとって、ヒ止ι主韮主主立三(icanimo hanayacani) もてなされた
(天草版・ 7)
b 鋒にとりて韓花(はなやか)にもてなされければ…... (覚一本・ 86)




(16) b (17) b が原拠本の本文で、それに対応する天草版の本文が (16) a (17) 
a である。原拠本と天草版を比較すると、新たに成立した天草版にのみ、「いか
にも」が用いられているのが分かる。そこで、これらの例をさらに詳しく見てい
くと、 (16) a は「花やかにJ (17) a は「広いj といった形容詞や形容動詞が「い
かにも J の直後に現れ、「本当に花やかだJ ( 16) a) 、「まったく広いJ ((17) a) 
などと解釈されることに気がつく。天草版で新たに「いかにも J が用いられた例
は、全部で 8 仔u見られるが、そのうち、 (16) a (17) a のように、形容詞や形容
動詞が「いかにも J の直後に現れる例が 7 例と、ほとんどを占めているのである。
さらに詳しく見ていくと、
(18) a 宗盛に主旦主盤ム之去二豆(icanimo vrexisõde) 内に入られた。
(天草版・ 118)
b 布大将三三主訟之三之入リ玉ヒヌ (否ニ十句本・ 261)




(18) a (19) a が天草版で新たに用いられた「いかにも」が、「嬉しそうだJ í軽いj
といった状態性述語を強調している例である。原拠本でこれらに対応するのは
10 「いかにも」の歴史的変滋(松本)
(18) b (19) b であるが、ここでは「いかにも J に対応する部分には「ょにも J Iい








b 限 眼ハヰ本土手思えアツタソ (蒙求抄・四・ 54 ウ)
(20) a は Fエソポのハプラス』の例で、「いかにも J は「高いJ という状態、を修
飾し、「たいへん大きな声でののしったJ という意味になる。 (20) b は『蒙求抄J




る。表 3 では「いかにも J の直後には状態性述語が現れる例が圧倒的に多い。
比較のために、室町期より以前の資料(表 2) で「専一」とした例の直後に、状
態性述語がどの程度現れるかを示したのが表 4 である。表 4 の段階では、「専~J
の「いかにも J には、ほとんど形容詞や形容動詞が後続することはなかったこ
とが分かる。
「いかにも J の「専一J 用法から程度副詞への分化については、工藤(1983) 
表 3 rいかにも」の直後の状態性述語の有無
有 1庶
蒙求抄 7 2 9 
毛詩抄 30 5 35 
ヱソポのハプラス 8 9 
虎明本 14 8 23 
日本語・日本文化第 37 号 (2011) 11 
表 4 rいかにもJ の直後の状態性述語の有無
コ釘 11: ミ年一計
浜松中納言言物語 2 
夜の寝覚 6 7 
狭衣物語 。 4 4 
大鏡 。
讃i校内侍日記 。 l 
とりかへばや 6 7 
宇治拾遺物語 。 4 4 
市今ミ雪間集 7 8 


















12 「いかにも j の燦史的変遷(松本)





のように、「のどやかなり J という状態性述語が九、かにも J の直後に現れると、
「確かに、間違いなくのどやか(という状態)だ」と、「専-J にも解釈されるし、
「とても(大変)のどやかだ」という程度副詞の意味でも解釈されるのである。








これらは「めく J I見ゆる J といった形式が共起し、 (24) a では「春J 、 (24) b 
では「馬鹿げているJ という述語の f典型的な状態に合致するJ という意味にな
る、「典型一致J 用法の例である。
f典型一致」は、「他に選択設がないほど、確かに・・ーだj という 用法







時スル事ソ (毛詩抄十エ・ 42 ウ)
b ある馬、岡のi互にでて草を食むところに、獅子王これを見て、くらはう
とおもへども、「左右無う走り出るならば、あれも逃げうず、しょせん




(25) a は『毛詩抄J の例で、「暇がありそうに見える」という意味になり、 (25)
b は rェソポのハブラス』の例で、「わざと静かにやさしい様子をしてJ という
意味になる。
近世後期から明治期までの資料について、「いかにも J の用法別の用例数を










応答 程度 典型一致 その他
東海道仁1"1除菜毛 2 
北越雪諮 2 4 3 9 
勧進帳 2 
当üt誕生気質 2 3 
あいびき 2 2 
浮雲 ウ ヲ
たけくらべ つ 2 
金色夜叉 2 4 8 
吾輩は猫である 3 5 8 
河部一族






(26) r太夫戴け、やらう J といふ。此中では戴かれぬ所ぞかし。初心なる女郎
は脇からも赤菌してゐられしに、潟橋しとやかに打笑ひ「ヒ止ι主戴きま
す」と、そばにありし丸盆に請て (好色一代男・巻七・ 176)












(27) a が虎明本の例で、 (27) b が虎寛本の対応する詞主主を比較したものである。
虎明本では「中々 j とあるのに対して、虎寛本では、「いかにも」が用いられて






す。 J (傾城壬生大念移1\ ・ 83)












「応答J の「いかにも J は、近役以降の資料にも多く見られ、一般的に用いら
れていたと考えられる。
(29) 小女「何じゃ、父様が不義をして。」鵡五「いかにも。それ故旅宿へ連蹄る。
家来共、乗物ゃれ。 J (韓人漢文手管始・ 415)
(29) は『韓人漢文手管始~ (1789 年上演)の例で、繭五から小女へ応答してい
る場面である。 F韓人漢文手管始』では、「いかにも」は全部で 21 僻見られるが、
すべてこのような「応答J の場面での使用で、かつ男性の発話に限って用いられ










16 「いかにも j の隆史的変遷(松本)
(31) a 宗盛なんとぞして (nantozo xiぬ)在りつけうずると思はれたによって、
(天草版・ 119)
b 右大将イカニモシテ在セ付ノ\ヤト思レケレハ、 (sニ十勾本・ 261)
(32) a ただし駆け合ひの合戦はなんとしても (na'to xitemo) 勢の多少によるこ
とぢゃ (天草版・ 164)
b イカニモ勢ノ多少ニヨノレコトナリ (百ニ十句本・ 425)
(30) a (31) a (32) a が天草版、 (30) b (31) b (32) b がそれに対応する原拠
本の本文である。これを見ると、原拠本で「いかにも J とある筒所に、天草版で
は「何とも J I何とぞJ など、他の不定語の形式が用いられているのである。原
拠本には「いかにも」が 51 例見られるが、そのうちの 4 例が、天草版では (30)
a のように「何とも J となっていた。また原拠本の「いかにも」のうち 8 例が、
天草版では (31) a のように f何とぞJ となっており、さらに 4 例が、天草版で
は (32) a のように「何としても J となっていた 13)。このような例が見られるこ
とから、「いかにも」の従来表していた領域に、他の不定語が用いられるようになっ
た、ということが推測されるへ
室町期の他の資料でも、「いかにも j は従来の用法である「否定J I任意」では、
あまり用いられなくなる。そして、これらの用法では、他の不定語が用いられる
ようになる。
(33) a 人ノ死事ヲ毘ιェ思ハヌソ (毛詩抄・ニ・ 16 ウ)
b 手トチトヲ取テ鼠上之と之死ナヌ様ニシテ年ヨノレ迄申合セテ終ウスソ
(向・二・ 16 オ)
(33) ab は『毛詩抄~ (1539 年成立)に見られる「向とも J の併である。 (33) a 
は「何とも思わないJ と、「何とも」が「吾定」で用いられており、 (33) b は「ど
のようにでもしてJ という「任意J で「何とも」が用いられている。
「伺とも j は中古から用例が見られる形式で、『毛詩抄』には 31 例見られるが、
そのうち、 24 例が「否定J 、 5 例が「任意」、 l 例が 残りの i 例が程度
副詞として用いられていた。これは、「いかにも j が「専-J 用法を獲得する前
後の資料における用法の分布状況(表い表 2) と類似している。先述したように、
f毛詩抄』をはじめとする室町期の資料では、「いかにも」は程度副詞として用い




筆者はかつて、松本 (2004 ・ 2005) で、室町期を中心に「何たるH何と j と「い
かなる J Iいかに」の様相について考察を行った。その結果、中世以降「何たる」
「向と j という何系不定語が、古い「いかなる J Iいかにj の領域を侵しているこ
とが明らかとなった。「いかにも」の変遷と、「何とも」など他の不定語の形式の














という意味に転じ、 IA と結びつくのは B のみだ」という断定を示す「専一J 用





型一致j は、「専一J のーパザエーションであると考えられ、一旦「専-J の「い



































2) 1いかにも j は仮名書きの他に、「如何ニモ J 1何ニモ」などの表記が~られる。こ
のうち「何ニモj と表記された場合、「ナニモJ と読むか「イカニモJ と読むか、
確定できない。本稿では、これらの表記による用例については参考程度に留めて
いる。以下表記については「いかにも j で統一する。
3) 尾上 (1983) による分類のうち、「芸評態仁þのその音ß分は特定しなくても良いのだ、
あるいは特定しようにもできないのだということを主張するような場合j である
「特定・明確化不志向系J の中の、「否定」と結びつく各タイプが、本稿での「否定j










いJ という本来の「否定j 用法の他に、「気味が悪くないJ 状態が f確かである J








副詩「ただj についても、 l のように l'格別に扱うような状態ではないさま J (W 日
本国語大辞典~)といった「任意J に近い意味と、 2 のように、「それ一つを取り
立てて限定する。それよりほかのことなく。もっぱら。いちずに。ひたすら。J(向)
という「専一J との二つの意味を表すことができる。「たtê: J と「いかにも j は共
起しやすし、ことから、両者の性格には類似した面がある、と考えられる。














・西洋人に突に日本をとらふといふ念があれば (交易問答・松井 1977 より)
この例の「突にJ は、本来の「事実、実際に、真実のところj の意味で、話し手
が事態に対して「真実である、事実である J とする評価副詞である。「突にj は、
評価副詞から程度副詞化した一例であるとさえよう。
9) 表中に「典製一致j としたのは、「らしいJ IょうだJ I~ と見える J といった形式
が共起して、明らかに「典型一致J の意味で解釈される例である。
10) 虎寛本の「応答J の「いかにも J は、虎明本では「中々 J とある街所と対応する
ことが多い。「中々 J との関連についても、今後考察していく必要がある。







13) 原拠本に見られる「いかにも j が天草版では「何とも j になっている 4 例中 3 ﾘJ 
が「何ともなるj の形で、「死ぬJ ということを表す定製表現であった。また、天
禁版で「何とぞJ となっている例は、すべて「何とぞしてj の形であった。天:市
}板門司としても J となっている 4 例は、~定を強調した例が l 例、話し手の推iZL
と結びついた例が 3 例であり、形式などに偏りは見られなかった。この他に、阪
拠本で「いかにも J とある筒所が、天草!坂で「ともかくも J となっている例が




























全部で 22 例見られる。このうち「いかにもなる j の形で f死ぬj ことな表したも
のが 10 例、「いかにもしてj という形が 7 例、「いかにも i汁うまじJ の形で用いら
れたものが 4 íJ~ と、この三つの形が大半を占めている。この三つにあてはまらな
いものはわずかに l 例のみであった。 I\' 、かにも J は、ある程度定型的な表現に偏っ
て用いられるようになったのではないか、ということがうかがえる。
22 「いかにも j の燦史的変遷(松本)
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The Historical Change of "lkanimo" 
Tomoko MATSUMOTO 
In modem Japanese, "ikanimo" is used as an adverb which expresses accord-
ance of type. But in ancient times, it was also used differently. Its usage has 
changed in various ways before it reaches its modem usage. 
In the oldest stage, "ikanimo" was used to express "negative" or "optional." 
This has something to do with the fact that "ikanimo" contains elements of the 
indefinite word "ikani". Concerning the set of assumptions which an indefinite 
word expresses, when it means "not. .. any", it is negative. When it renounces the 
choice and means "any", it is optional. 
Furthermore, "ikanimo"'s meaning changed from "optional", to "exclusive" 
-"There is no other option.", "A is related to only B.". 
After that, "ikanimo" became an adverb of degree which emphasizes predicate, 
and finally it has come to be used as an adverb which expresses accordance of 
type. 
This change of"ikanimo" is also related to other indefinite words "nanitomo", 
"nanitozo". This change can be located in the system of indefinite words. 
